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5月下旬、新型コロナウイルス感染拡大防止のため休校となっていた市立小中学校が
再開しました。広幡小学校の子どもたちは、マスクを付けての登校となりましたが、
友達や先生との久しぶりの再会に笑みがこぼれていました。

待ちに待った学校再開！

2020

6.5
No.1296

広 報

ふじえだ
FUJIEDA City Public Relations



６月は環境月間です

クールチョイスで
地球温暖化を止めよう！
クールチョイスで
地球温暖化を止めよう！
6月は環境月間として、世界各国で環境問題への理解を深め、だれもが日々の暮らしの中で、環境によ
い行動に取り組むための呼び掛けが行われています。本市ではもったいない運動を推進し、環境によ
い活動にだれもが参加できるまちづくりを進めてきました。皆さんも地球温暖化防止につながる「賢い
選択」をし、環境によいことを実践しませんか。

問環境政策課　☎643・3183
　kankyoseisaku@city.fujieda.shizuoka.jp
〒426-0026　市内岡出山2-15-25

 

本
市
で
は
、平
成
30
年
5
月

に「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
宣
言
」を

行
い
、市
民・事
業
者・行
政
が

一
丸
と
な
っ
て
ク
ー
ル
チ
ョ
イ

ス
と
も
っ
た
い
な
い
運
動
に
取

り
組
む
こ
と
を
表
明
し
ま
し

た
。市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
配
信

し
て
、市
の
事
業
の
報
告
や
市

民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
「
マ
イ
ク
ー
ル

チ
ョ
イ
ス 

イ
ン 

ふ
じ
え
だ
」に

参
加
し
、地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
、環
境
に
よ
い
こ
と
を
実

践
し
ま
せ
ん
か
。

　
近
年
、自
然
災
害
の
増
加
や

異
常
気
象
な
ど
、地
球
温
暖

化
の
影
響
と
さ
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、2
0
1
5
年
に
国

際
的
枠
組
み「
パ
リ
協
定
」が

採
択
さ
れ
、全
世
界
で
地
球
温

暖
化
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因

は
、私
た
ち
の
活
動
に
よ
っ
て

排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。日
本
で

は
2
0
3
0
年
に
向
け
て
、こ

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
26
％
削
減
す
る
目
標
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
」と
は
、

こ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
省
エ

ネ
・
低
炭
素
型
の
製
品･

サ
ー

ビ
ス・
行
動
な
ど
、地
球
温
暖

化
防
止
に
つ
な
が
る「
賢
い
選

択
」を
し
よ
う
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
活
動
を
始
め
る
第
一
歩

と
し
て
、３
ヵ
月
間
エ
コ
生
活
に
家
族
で

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

環
境
政
策
課
窓
口

で
配
布
し
て
い
る
宣

言
書（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
、直
接
、郵
送
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
環
境
政
策
課
へ
提
出
。

４
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

20
項
目
の
取
り
組
み
に
３
ヵ
月
間

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、取
り
組
み
結
果
を

直
接
、郵
送
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
環

境
政
策
課
へ
報
告
。

「
認
定
書
」と「
記
念
品
」を
贈
呈
。

〝
も
っ
た
い
な
い
〞

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
宣
言

〝
も
っ
た
い
な
い
〞

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
宣
言

取
り
組
み
の
流
れ

ふじえだエコチャレンジグリーンカーテンコンテスト

事業所の皆さんが環境に配慮した経済活動を考えるきっ
かけとするため、環境にやさしい活動を行い目標の達成を
目指す取り組み「ふじえだエコチャレンジ」を実施します。

アサガオやゴーヤなどの植物で窓や壁を覆うことで、成長
や収穫を楽しみながら省エネができる「グリーンカーテ
ン」。ご家庭や事業所などで設置した自慢の「グリーンカー
テン」で涼しい夏を過ごして、コンテストに参加しませんか。

対象／市内で常時活動する電力や上水道の使用量などを
確認できる団体　※法人格のない団体は対象外

対象／令和２年度春以降に、つる性植物によるグリーン
カーテンを設置している個人または団体

募集部門／①家庭部門　②団体部門（事業所、学校、地域
団体など）

応募方法／７月17日㈮～９月18日㈮（必着）に、環境政策
課に備え付けの応募用紙（市ホームページからダウン
ロード可）に、グリーンカーテンの写真（全景・内側などか
ら工夫した点がわかるもの２枚）と、「エコファミリー宣言
＋MY COOL CHOICE in ふじえだ賛同書」を添えて、直
接、郵送またはEメールで環境政策課へ

※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
※Eメール応募の場合は、必ず電話で送信確認を

してください。

★応募者全員に、まんさいかん藤枝で利用できる「ふじえだ
グリーン商品券」を贈呈します。

エントリー／11月末までに環境政策課に備え付けの参加
申請書（市ホームページからダウンロード可）に必要事
項を記入し、環境政策課へ

チャレンジ期間／７月から２月までのうち３ヵ月間、環境に
やさしい行動にチャレンジ

結果報告／令和３年３月10日㈬までにチャレンジシートに
必要事項を記入し、環境政策課へ

※詳しくはチャレンジシートまたは市ホームページをご確認
ください。

令和元年度達成事業所（50音順）／
　㈱坂田設備、㈱志太紙業、マツバ製茶㈱

「
マ
イ 

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス

イ
ン 

ふ
じ
え
だ
」に

参
加
し
ま
し
ょ
う

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
と
は

二
酸
化
炭
素
を
25
％
減
ら
し
ま
す
。

目
標
１

123

燃
や
す
ご
み
を
10
％
減
ら
し
ま
す
。

目
標
２

身
近
な
自
然
の
素
晴
ら
し
さ

に
触
れ
、環
境
保
全
活
動
に
参

加
し
ま
す
。

目
標
３

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
に
賛
同
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
努
め
ま
す
。

目
標
４

地球温暖化防止ライトダウン
キャンペーン

電気を消して、地球に優しい夜を過ごしてみませんか。
ライトダウン実施日時／いずれも午後８時～10時
  ６月21日㈰…夏至ライトダウン
  ７月  ７日㈫…七夕ライトダウン（クールアース･デー）
12月18日㈮…もったいないアクションデー

ふじえだ環境マイレージ

「節電」「節水」「ごみ減量」などの項目ごとに自分で決めた目
標を２週間以上実践して、一定以上のポイントが貯まると
「ふじえだマイレージカード」が申請できます。カードを提示
すれば、協力店でさまざまなサービスが受けられます。

チャレンジ方法／市役所や各地区交流センターで配布して
いるチャレンジシートか、インターネット上でチャレンジで
きます。インターネットの場合は、携帯電話･スマートフォ
ンから、専用ホームページにアクセスしてください。

※詳しくはチャレンジシートまたは専用ホームページをご覧
ください。

　http://fujieda-mileage.net/web/login

“もったいない”古着回収
着なくなった古着を再利用するJAを会場とした古着回収は、
新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、６月は取り止
めとなりました。お急ぎの場合は、お近くの地区交流セン
ターの回収をご利用ください。

プロモーション
動画はこちら
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「
多
文
化
共
生
」
の
実
現
に
は
、

日
本
人
と
外
国
人
の
相
互
理
解
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
お
互
い
の
文

化
や
価
値
観
を
認
め
、
尊
重
し
合

い
な
が
ら
、
地
域
を
支
え
る
大
切

地域に生きる仲間として～私たちができること～

本市では異なる文化や価値観を認め合い誰もが安心して暮らせるまちづくりを進めています。
問男女共同参画・多文化共生課　☎643･3198

　

本
市
に
は
令
和
2
年
3
月
末
現

在
、
総
人
口
の
1.2
％
に
あ
た
る
、

53
カ
国
・
１
７
８
１
⼈
の
外
国
⼈

住
⺠
が
⽣
活
し
て
い
ま
す
。
本
市

の
外
国
人
人
口
の
割
合
は
、
県
内

23
市
中
20
番
目
で
す
が
、
市
内
の

企
業
で
働
く
人
や
⼩
中
学
校
へ
通

学
す
る
⼦
ど
も
た
ち
も
増
え
続
け

て
い
ま
す
。

　

ま
た
国
で
は
、
平
成
31
年
に
⼊

国
管
理
法
を
改
正
し
、
外
国
に

ル
ー
ツ
を
持
つ
人
が
、
介
護
・
農

業
・
宿
泊
業
・
外
食
業
な
ど
の
分

野
で
就
労
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、「
労
働
者
」
と
し
て
の
ニ
ー

ズ
は
今
後
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く

こ
と
か
ら
、
今
後
は
ま
す
ま
す
身

近
な
存
在
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

本
市
に
住
む

外
国
人
の
現
状

「
多
文
化
共
生
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た

本市の外国人人口と割合の推移（各年3月末現在）
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本市に登録がある国籍別の状況
（令和２年3月末現在）

国籍 人数 割合

中国 340 19.1%

フィリピン 338 19.0%

ブラジル 259 14.5%

ベトナム 213 12.0%

ペルー 133 7.5%

韓国 102 5.7%

インドネシア 61 3.4%

コロンビア 61 3.4%

タイ 46 2.6%

ネパール 33 1.9%

その他 195 10.9%

こんにちわ

藤枝市　多文化共生推進計画

※計画書の内容は、市ホームページで
ご覧いただけます。

な
仲
間
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
浸
透

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
日
本
人
住
民
と
外
国

人
住
民
が
と
も
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
令

和
２
年
３
月
に
「
藤
枝
市
多
文
化
共

生
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
期
間
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
ま
で
の
６
年
間
で
す
。

日本語講座の開催
　日本での生活に必要な日本語と文化・風習の理解を
目的に、年３期（５～７月、９～11月、１～３月）にわ
たり、土曜日の夜間に、文化センターで３クラス制で
実施しています。
　年齢、国籍を問わず、どなたでも無料で受講できます。

市の取り組み

多言語版生活ガイドブックの発行
　防災や保険、子育て・ごみの
分別など、本市での生活に必要
な情報を掲載したガイドブック
を5ヵ国語（英語・中国語・韓
国語・ポルトガル語・スペイン
語）で作成し、転入時などに配
布しています。
　今年度は新たにベトナム語版も作成予定です。
※市ホームページからダウンロードできます。

Living in Fujieda GUIDE BOOK search

　私は約30年前に来日して以来、ずっと
藤枝市に住んでいます。
　来日した当時、日本語での会話もあまり
できませんでしたが、私の周りの人はみん
な優しく接してくれました。英会話教室を
開く際にも、地域の皆さんにたくさん助け
ていただき、とても感謝しています。
　外国人が日本語に適応するためのボラン
ティア活動も22年間続けています。最近
は外国人も増え、日本人も外国人に寛容に
なってきているように感じます。一方で、
日本人同士でも地域との関わりが少なく
なっているようにも思います。
　外国人は、日本のことをほとんど知らな
いまま来日することも多いです。生活に必
要なルールやマナーを教えるようなオリエ
ンテーションがあれば、もめごとも減り、
地域に溶け込みやすくなるのではないかと
思います。

北川エレインさん
（英語講師・郡一）

藤枝市在住の外国人の声を聞きました。

藤枝市の多文化共生
お互いを理解しましょう

お互いを知らないことは、
誤解や不信感に

つながることがあります。
外国人に日本での生活やルールを
理解してもらうとともに、
私たち日本人も相手のことを

理解しましょう。

一緒に活動しましょう

国籍やルーツは違っても、
一人一人が地域を
支える担い手です。

地域の活動に外国人を誘ったり、
交流イベントに参加したり、
一緒に活動してみませんか？

あいさつを交わしてみましょう

言葉が通じないと思って
声をかけることに

ためらっていませんか？
「こんにちは」と、気軽に
あいさつを交わすことから、

　コミュニケーションが
　生まれます。



働
き
た
い
人
と
企
業
を
つ
な
ぐ

～
藤
枝
未
来
型
人
材
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

地
元
で
働
き
た
い
人
に
、
情
報
化
社
会
で
求
め
ら
れ
る
経
営
戦
略
や
情
報
活
用
能
力
に
関
す
る
研
修
を
実
施

し
、
働
き
た
い
人
と
地
元
企
業
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
ま
す
。

　
　

 

　
問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
室　
☎
６
３
１
・
５
５
８
５

※取り組み内容や時期については、新型コロナウイルス感染症などの状況によって変更になる可能性があります。
※企業ニーズ調査結果、無料オンライン研修の受講者募集などの詳細は公式Webサイトをご覧ください。（ https://www.fujiedamirai.jp）

　

藤
枝
未
来
型
人
材
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
は
市
民
の
皆
さ
ん
と

企
業
の
皆
さ
ん
が
、
新
し
い
生
活

や
仕
事
の
変
化
に
対
応
し
、
生
産

性
を
向
上
さ
せ
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
と
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
必
要
な
能
力
を
持
っ
た
人
材

づ
く
り
を
行
い
、
地
元
企
業
で
働

い
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
本
市
の 

中
で
や
り
が
い
を
持
っ
て
生
き
生

き
と
働
く
こ
と
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
藤
枝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
と
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
向
け
て

勤労意欲・
情報ビジネススキル

企業ニーズ・
求める人物像

共感マッチングで
お互いの成長を

促進

参加者参加企業

や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、„
新
し
い
生
活
様
式
＂

は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
方
や
、
働

き
方
が
大
き
く
変
わ
る
転
機
に
な

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
在
宅
ワ
ー

ク
や
遠
隔
会
議
に
よ
る
商
談
、
対

面
販
売
か
ら
通
信
販
売
へ
と
、
生

活
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

発
想
や
、
こ
う
し
た
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
の
仕
方
に
対
応
で
き
る
能
力

が
求
め
ら
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
、
地
域

経
済
を
支
え
る
地
元
企
業
が
い
ち

　

本
市
が
藤
枝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い

る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
の

皆
さ
ん
や
市
内
企
業
に
勤
め
る
社

員
の
皆
さ
ん
な
ど
を
対
象
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
扱
う

基
礎
を
学
ぶ
講
座
を
開
設
し
、
こ

れ
か
ら
の
情
報
化
社
会
を
担
う
人

材
づ
く
り
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

事
業
を
進
め
て
い
く
と
、
地
域

の
産
業
界
に
お
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
経
営
戦

略
等
、
さ
ら
に
専
門
的
、
実
践
的

な
能
力
を
養
う
教
育
の
ニ
ー
ズ
も

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
専
門
的

能
力
を
『
未
来
型
ス
キ
ル
』
と
称

し
、
本
年
度
か
ら
よ
り
実
践
的
な

„
未
来
型
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

未
来
型
人
材
の
育
成
と
は

　

本
取
り
組
み
の
一
番
の
特
長
は
、

研
修
で
学
ん
だ
人
材
と
、
雇
い
た

い
企
業
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
。

研
修
で
身
に
付
け
た
能
力
を
す
ぐ

に
生
か
せ
る
仕
事
に
つ
な
げ
ま
す
。

子
育
て
中
の
人
や
セ
カ
ン
ド
キ
ャ

リ
ア
を
お
考
え
の
人
、
現
役
の
学

生
ま
で
対
象
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
時

間
や
場
所
を
選
ば
な
い
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
受
講
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
就
業
の
形
式
は
、
正
社

員
を
は
じ
め
、
パ
ー
ト
契
約
や
外

注
契
約
な
ど
企
業
と
受
講
者
の
個

別
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
形
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

受
講
が
就
業
チ
ャ
ン
ス
に

　

企
業
の
皆
さ
ん
は
、
少
子
化
が

進
む
中
で
の
今
後
の
人
材
の
確
保

即
戦
力
の
採
用
で
生
産
性
向
上

ト
＂
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

「参加したい方へ」から「お申込みフォーム」をクリッ
クし、必要事項をご記入の上、送信ください。

❷
エントリー

参 加 者

「企業の方へ」から「企業ニーズ調査」について内容
をご確認の上、都合のよい方法にてご回答ください。

参 加 企 業 ❷
企業ニーズ調査へのご協力

https://www.
fujiedamirai.jp/
にアクセスします。

❶
Webサイトに

アクセス 事務局から原則２営業
日以内に詳細をメール
にてご案内します。内
容をご確認ください。

❸
担当者からご案内参

加
申
込
方
法

早
く
対
応
し
て
い
け
る
よ
う
、
即

戦
力
と
な
る
人
材
を
地
元
で
採
用

で
き
る
機
会
を
生
み
出
し
ま
す
。

　

研
修
の
内
容
は
ニ
ー
ズ
調
査
に

基
づ
き
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
、

課
題
解
決
力
な
ど
を
身
に
付
け
る

研
修
を
開
設
し
ま
す
。

　

研
修
の
途
中
に
は
、
企
業
と
の

交
流
機
会
も
設
け
、
互
い
の
顔
の

見
え
る
関
係
を
創
出
し
ま
す
。
社

員
教
育
の
場
と
し
て
も
、
ご
活
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　

研
修
修
了
後
は
受
講
者
と
企
業

の
皆
さ
ん
を
結
び
付
け
る
機
会
を

設
け
ま
す
。

参 加 企 業 参 加 者

● 藤枝市または近隣市町の企業
【対象】

● 経営にＩＣＴを活用したい企業
● ＩＣＴに強い人材を採用・育成したい企業
　※業種や企業規模は問いません。

企業ニーズ調査
企業における今後のＩＣＴ活用
や求める人材・スキルを調査し
ます。

ニーズに対応した人材を雇用し、
次世代の経営を実践
◦人材と就労マッチングが成立し
たら、ＩＣＴ活用を実践します。

ＳＮＳやイベントでＩＣＴを学ぶ人材と交流
◦地元で働きたい人との交流
の機会が得られます。
◦オンライン研修を社員教育
にも利用できます。

● 藤枝を中心とした地元企業に就業したい人
【対象】

● 仕事に役立つ情報ビジネススキルを学びたい人
● 学生に限らず、主婦や転職希望者も歓迎

研修受講（無料）
情報セキュリティやＷｅｂマーケティングなど、
情報ビジネススキルに関するオンライン研修を受
講できます。
（基礎・選択合計10～ 20講座程度）

就業・仕事機会
◦研修修了後、未来型人材として地元企業との
マッチングを行います。
◦スキルアップや就業についての相談やサポート
が受けられます。

ＳＮＳやイベントで地元企業と交流
◦地元企業との交流の機会が
得られます。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
2

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
3
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議長に大石保幸氏、副議長に松嵜周一氏を選出～市議会５月臨時議会～	 問議会事務局　☎643･3552

市長選挙及び市議会議員補欠選挙の当選証書付与式を開催	 問選挙管理委員会　☎643･3818

　
市
議
会
５
月
臨
時
議
会
が
、
５

月
29
日
に
開
催
さ
れ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
の
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
５
議
案
を
可

決
・
同
意
。
ま
た
、
議
会
人
事
が

決
定
し
、
議
長
に
は
大
石
保
幸
氏
、

副
議
長
に
は
、
松ま

つ

嵜ざ
き

周
一
氏
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
委

員
会
の
構
成
・
役
職
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
以
下
敬
称
略
）

監
査
委
員
　
油
井
和
行

議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に

協
議
し
、
意
見
調
整
を
図
り
ま
す
。

委
員
長　
植
田
裕
明

副
委
員
長　
鈴
木
岳
幸

委
員　
多
田　
晃
・
平
井　
登
・

　
　
　
山
本
信
行
・
山
根　
一
・

　
　
　
石
井
通み

ち

春は
る

・
岡
村
好
男
・

　
　
　
薮
﨑
幸
裕

常
任
委
員
会

　
議
案
・
請
願
な
ど
の
審
査
を
行

い
ま
す
。

◇
総
務
文
教
委
員
会

委
員
長　
岡
村
好
男　

副
委
員
長　
深
津
寧や

す

子こ

委
員　
川
島
美
希
子
・

　
　
　
遠
藤
久
仁
雄・山
本
信
行・

　
　
　
油
井
和
行
・
小
林
和
彦
・

　
　
　
薮
﨑
幸
裕

◇
健
康
福
祉
委
員
会

委
員
長　
多
田　
晃

副
委
員
長　
八
木　
勝　

委
員　
増
田
克
彦
・
天
野
正
孝
・

　
５
月
25
日
、
藤
枝
市
長
選
挙
と

藤
枝
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
当

選
証
書
付
与
式
を
市
役
所
で
行
い

ま
し
た
。
市
長
に
は
４
期
目
と
な

る
北
村
正
平
氏
、
市
議
会
議
員
に

は
川
島
美
希
子
氏
と
山
川
智
己
氏

が
無
投
票
当
選
。
市
選
挙
管
理
委

員
会
の
島
崎
和
夫
委
員
長
か
ら
当

選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
崎
委
員
長
は
「
北
村
市
長
、

川
島
・
山
川
両
議
員
へ
の
市
民
の

期
待
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
市

の
発
展
に
尽
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。

　
市
長
の
任
期
は
６
月
20
日
か
ら

令
和
６
年
６
月
19
日
ま
で
の
4
年

間
、
川
島
・
山
川
両
氏
の
任
期
は

５
月
25
日
か
ら
令
和
４
年
４
月
30

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

松
嵜
周
一
・
山
根　

一
・

石
井
通
春

◇
建
設
経
済
環
境
委
員
会

委
員
長　
平
井　
登

副
委
員
長　
神
戸
好
伸

委
員　
山
川
智
己
・
鈴
木
岳
幸
・

大
石
信
生
・
大
石
保
幸
・

　
　
　
植
田
裕
明

議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長　
大
石
信
生

副
委
員
長　
山
本
信
行

委
員　
神
戸
好
伸
・
多
田　
晃
・

　
　
　
鈴
木
岳
幸
・
平
井　
登
・

　
　
　
小
林
和
彦

市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
多
田　
晃

副
委
員
長　
増
田
克
彦

委
員　
八
木　

勝
・
深
津
寧
子
・

神
戸
好
伸
・
山
本
信
行
・

　
　
　
石
井
通
春

市
議
会
倫
理
委
員
会

委
員
長　
薮
﨑
幸
裕

副
委
員
長　
遠
藤
久
仁
雄

委
員　
深
津
寧
子
・
鈴
木
岳
幸
・

　
　
　
山
本
信
行
・
松
嵜
周
一
・

　
　
　
大
石
信
生

駿
遠
学
園
管
理
組
合
議
会

議
員　
多
田　
晃
・
八
木　
勝

志
太
広
域
事
務
組
合
議
会

議
員　
多
田　
晃・遠
藤
久
仁
雄・

松
嵜
周
一
・
山
根　

一
・

石
井
通
春
・
岡
村
好
男
・

　
　
　
大
石
保
幸
・
薮
﨑
幸
裕

藤枝市議会では、今年度より県内初の取
り組みとして「通年議会」制を導入しました。
政策立案能力の向上とともに感染症の拡

大防止や近年増加している風水害対策など、
変化するさまざまな課題に柔軟に対応でき
る議会を目指してまいります。
また、今後も皆さまの声をお聞きする広

聴活動には積極的に取り組み、市民に寄り
添う議会を実現するべく努めてまいります。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

議長
　大石保幸

副議長
　松嵜周一

AI（人工知能）で来院者の発熱を確認する実証実験を実施	 問病院総務課　☎646･1111

市民の防災意識の向上を図ります～土砂災害・洪水ハザードマップを改定～	 問水害対策室　☎643･3516

　
５
月
７
日
か
ら
29
日
ま
で
市
立

総
合
病
院
で
、
来
院
者
の
画
像
を

A
I
（
人
工
知
能
）
が
解
析
し
、

発
熱
の
有
無
を
確
認
す
る
カ
メ
ラ

の
実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
院
内
感
染
防
止
対
策
と
し
て

検
温
作
業
の
効
率
化
や
シ
ス
テ
ム

の
精
度
の
確
認
を
目
的
に
実
施
し

た
も
の
で
、
A
I
技
術
で
人
の
顔

を
認
識
し
、
額
の
体
温
を
瞬
時
に

計
測
し
ま
す
。
発
熱
の
症
状
が
あ

る
人
を
検
知
し
た
場
合
に
は
警
報

音
が
発
出
さ
れ
、
看
護
師
の
誘
導

の
も
と
発
熱
コ
ー
ナ
ー
で
問
診
し

ま
す
。
直
接
接
触
が
不
要
の
た
め
、

院
内
感
染
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
実
証
実
験
終
了
後
は
、
正
面
玄

関
や
時
間
外
出
入
り
口
な
ど
で
の

活
用
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

小学生の交通安全のためヒヤリ・ハットマップを作成	 問交通安全・地域安全課　☎631･5553
　

児
童
の
交
通
事
故
防
止
対
策
の

一
環
と
し
て
、
市
内
の
小
学
校
区

ご
と
の
通
学
路
危
険
箇
所
マ
ッ
プ

「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
マ
ッ
プ
」
を

制
作
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
平
成
30
年
度
市
民
政
策

提
案
を
事
業
化
し
、
交
通
事
故
や

防
犯
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
目

的
と
し
た
も
の
。
児
童
や
保
護
者
、

地
域
の
人
か
ら
い
た
だ
い
た
情
報

を
集
約
し
、
交
通
や
犯
罪
の
危
険

箇
所
を
地
図
に
記
す
と
と
も
に
、

特
に
危
険
な
箇
所
に
は
写
真
を
追

加
す
る
な
ど
、
誰
に
も
分
か
り
や

す
い
マ
ッ
プ
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
マ
ッ
プ
は
、
制
作
し

た
小
学
校
と
小
学
校
区
内
の
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
、
町
内
会
へ
配
布

し
た
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
土
砂
災
害
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
定
し
、
全
戸

へ
配
布
し
ま
し
た
。

　
マ
ッ
プ
で
は
、
想
定
最
大
規
模

の
降
雨
に
よ
り
主
要
河
川
が
氾
濫

し
た
場
合
の
浸
水
区
域
や
、
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

区
域
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
豪
雨
災
害
に
備
え
、
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
最
大
規
模
の

災
害
を
予
見
し
て
自
ら
の
避
難
計

画
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
作
成
し
た

も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
マ
ッ
プ
の
周
知
と
併

せ
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
宅
や
避

難
経
路
の
浸
水
深
な
ど
の
災
害
リ

ス
ク
を
確
認
し
、
自
ら
の
防
災
行

動
を
時
系
列
で
整
理
す
る「
マ
イ・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
作
成
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症に対応した避難所開設訓練を実施	 問地域防災課　☎643･2110
　

５
月
25
日
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
を
導
入
し
た
避
難

所
開
設
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
洪
水
や
土
砂
災
害
が

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
避
難
所
に
お
け
る
感
染

拡
大
防
止
を
図
り
、
安
全
・
安
心

な
避
難
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
課

題
の
検
証
を
行
う
も
の
。
訓
練
で

は
、
受
付
で
避
難
者
の
検
温
な
ど

を
行
い
、
感
染
の
疑
い
が
あ
る
避

難
者
は
動
線
を
分
け
て
専
用
ス

ペ
ー
ス
に
案
内
し
た
ほ
か
、
室
内

で
間
仕
切
り
を
組
み
立
て
る
な
ど

の
感
染
防
止
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　
避
難
所
担
当
の
職
員
な
ど
約
40

人
が
参
加
し
、
万
が
一
に
備
え
、

実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。
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本市では、安全・安心でおいしい水を安定的に供給するために、地震に強い水道施設に更新するなどの維持管理を
行っています。皆さんも、家庭で安全な水道水を使用するため、宅地内の水道管などのチェックをしてみましょう。	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問上水道課　☎646･4112

藤枝市上水道の
マスコットキャラクター

「管太くん！」

　水道料金のお支払いは、口座振替が便利です。ぜ
ひ、ご利用ください。
　また、水道の利用開始や利用停止
の際は、必ず事前に水道料金お客様
センターにご連絡をお願いします。

◀
水
道
メ
ー
タ
ーパ

イ
ロ
ッ
ト

口座振替が便利です
問水道料金お客様センター　☎646･4111

災害に強く、安全・安心で

持続可能な水道事業！

水道管は誰が管理しているの？

　皆さんが水道を使用するためには、道路（官地）内に埋
めてある水道管（配水管）からそれぞれの宅地内まで、水
道管の引き込み工事が必要となります。皆さんの宅地内ま
で引き込まれた水道管（給水管）は、皆さんが工事費を負
担して設置し、維持管理も各家庭で行うことになります。
　そのため、宅地内での給水管の破損などによる漏水や止
水栓の不良による交換などは、各家庭が費用を負担するこ
とになりますので、市指定給水装置工事事業者に直接、依
頼をしてください。
　ただし、官地内での漏水は、道路を管理する上で早急に
修理が必要となるため、給水管の管理区分を「官民境界」
と定め、官地内の漏水の修理は市が行います。上水道課ま
でご連絡ください。　

配水管

給水管

地上配管

メーター
ボックス

止水栓筺

止水栓

逆止弁

水道メーター

側溝

官民境界

宅地

各家庭の
管理区域

官地

上水道課
管理区域 

道路

　すべての蛇口を締めてもパイロットが回転していたら、
漏水の可能性があります。市指定給水装置工事事業者に調
査・修理を依頼してください。
　費用は各家庭の負担となりますが、床下や地中部分の発
見が難しい箇所で漏水し、市指定給水装置工事事業者が修
理を行った場合は、水道料金の一部が減免となる場合があ
ります。漏水修理の完了後に、水道料金お客様センター（☎
646･4111）へお問い合わせください。

古い給水管の取り換えをお勧めします

　平成３年３月以降、市では鉛製給水管の使用を中止しま
した。まだ使用している家庭は、住居の建て替えや改修の
際に、給水管も併せて交換するようお勧めします。
　鉛製給水管を通常使用していても健康上の支障はありま
せんが、長期間使用していない場合は、しばらく水を流し
てからご使用ください。

貯水槽（受水槽10㎥未満）の管理

　貯水槽（受水槽・高架水槽など一式）は、３階以上に給
水している建物・工場などで一定の水量・水圧の確保が必
要な場合や、病院や飲食店などで断水に備えが必要な場合
に設置されるものです。貯水槽の管理は水質管理を含め設
置者が行い、その清掃は１年以内ごとに専門清掃登録業者
が行うよう義務付けられています。
　異常を発見した場合には、直ちに使用を停止し、市指定
給水装置工事事業者や専門清掃登録業者に相談の上、適切
な対応を行い、利用者の安全確保に努めてください。

家庭でできる漏水チェック

　「水道の使用量は変わっていないのに水道料金が増えて
いる」などの場合は、宅地内で漏水している可能性があり
ます。次の手順で、チェックしてみてください。

❶家庭の水道の蛇口をすべて
　締める。
❷水道メーターのところにあ
　るパイロット（銀色の円盤）
　部分を確認する。

新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載しているイベントなどの開催や募集に変更などが生じる場合があります。
最新の情報は各記事の問合せ先にご確認くださるようお願いいたします。

市
で
は
、
長
く
同
一
業
種
に
従
事
し
、

そ
の
技
能
に
優
れ
、
功
労
が
顕
著
な

人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
自
薦
、
他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
対
象
／
市
内
在
住
で
主
に
市
内
で

職
業
に
従
事
し
て
い
る
人
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
後
進
の
模
範
と
な
り
同
一
業
種
に

30
年
以
上
従
事
し
、
年
齢
満
55
歳

以
上
（
11
月
１
日
時
点
）
の
人

・
特
に
顕
彰
に
値
す
る
と
認
め
ら
れ

る
人
（
国
・
県
な
ど
で
顕
著
な
表

彰
を
受
け
た
人
な
ど
）

▼
申
し
込
み
／
７
月
27
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
で
産
業
政
策
課
へ

 

☎
６
４
３
・
３
１
６
５

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ふじえだ女性ビジネスアカデミー
問創業支援室　☎643･3239

起業して夢をかなえたい女性のみなさん、同じ
く夢や想いをもつ仲間と一緒にビジネスについ
て学びませんか。あなたの夢や想いを、この講
座を通してカタチにしていきましょう。これを
機にビジネスを学び直したい人も大歓迎です。
対象／しっかり事前に準備をして起業したい人、
起業はしたけれどやっぱりきちんと学び直し
たい人、今よりワンランク上のビジネスを実
践したい人など

ところ／駅南図書館集会室
講師／宮口巧

たくみ

さん（㈱イワサキ経営マーケティ
ングアドバイザー）ほか

定員／15人（申込順）　受講料／１万円
申し込み／６月26日㈮までに、電話またはＥ
メールで創業支援室へ

　 sougyou@city.fujieda.shizuoka.jp

回数 とき
（午後１時～４時） テーマ

① ７月４日㈯ ◆先輩起業家からのお話
◆女性が起業するということ

② ７月18日㈯ ◆女性が輝けるビジネスとは
◆マーケティングの基礎

③ ８月８日㈯ ◆金融機関担当者の審査のポイント　ほか

④ ８月22日㈯ ◆会計・税務の基礎知識
◆決算書の読み方、使い方

⑤ ９月５日㈯
◆先輩起業家からのお話
◆情報発信の仕方
◆知的財産権の活用

⑥ ９月19日㈯ ◆ビジネスプラン作成のポイント
◆プレゼン資料の作り方

⑦ 10月３日㈯ ◆ビジネスプランのブラッシュアップ
◆効果的なプレゼンテーションの仕方

⑧ 10月17日㈯ ◆ビジネスプランの発表

募

集

藤
枝
市
技
能
功
労
者
顕
彰
の
候
補
者

「
れ
ん
げ
じ
池
お

は
な
し
会
」
が
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、

お
は
な
し
会
・
工

作
・
お
絵
か
き
教

室
の
い
ず
れ
か
を
毎
月
開
催
。
６
月

は
絵
の
具
な
ど
を
使
っ
た
お
絵
か
き

教
室
で
す
。

▼
対
象
／
小
学
生
以
下
の
子
と
そ
の

保
護
者　

▼
と
き
／
６
月
20
日
㈯　

午
前
11
時
〜
正
午　
▼
と
こ
ろ
／
文

学
館
こ
ど
も
学
習
室　
▼
講
師
／
甲

斐
節
子
さ
ん
（
日
本
絵
手
紙
協
会
公

認
講
師
）　
▼
定
員
／
３
組
（
先
着

順
）　
▼
参
加
料
／
無
料

問
郷
土
博
物
館
・
文
学
館

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

泣
い
た
り
大
き
な
声
を
出
し
た
り
す

る
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

が
、
気
兼
ね
な
く
図
書
館
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
周
囲
の
利
用
者
に
周
知

し
安
心
で
き
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

授
乳
や
お
む
つ
交
換
用
の
部
屋
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
お
お
む
ね
２
歳
以
下
の
子

と
そ
の
保
護
者　
▼
と
き
／
６
月
24

日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午
（
入
退
場
自

由
）　
▼
と
こ
ろ
／
岡
出
山
図
書
館　

▼
参
加
料
／
無
料

問
岡
出
山
図
書
館

 

☎
６
４
３
・
３
４
８
９

催

し

れ
ん
げ
じ
池
こ
ど
も
ひ
ろ
ば

岡
出
山
図
書
館
で
赤
ち
ゃ

ん
タ
イ
ム
を
実
施
し
ま
す

樹
脂
粘
土
を
使
用
し
た
人
形
・
花
・

動
物
な
ど
の
作
品
を
中
心
に
、「
春・

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
が
ん
の
悩

み
や
体
験
を
分
か
ち
合
い
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

（
他
院
で
治
療
中
の
人
も
可
）　
▼
と

き
／
６
月
29
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

３
時　
▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院

２
階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス　

▼
参
加

料
／
無
料　
※
直
接
会
場
へ

問
が
ん
・
緩
和
ケ
ア
支
援
室

 

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

創
作
人
形
展

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

夏
の
作
品
」
を

約
40
点
展
示
し

ま
す
。

▼
と
き
／
６
月

17
日
㈬
〜
28 

日
㈰　
▼
と
こ

ろ
／
大お

お

旅は
た
ご籠

柏か
し
ば

屋や

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ま
こ
壁

問
大
旅
籠
柏
屋

 

☎
６
６
７
・
０
０
１
８
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岡部図書館 歴史・朗読講座
問岡部図書館　☎637･9400

①歴史講座「語られることの少ない郷土の史話」
本市やその周辺地域の歴史などについて文学を通じて学びませんか。
とき／７月１日～11月４日の毎月第１水曜日　いずれも午前10時～正午
ところ／岡部支所301会議室
講師／池谷圭次さん（元岡部町社会教育指導員）　定員／20人（申込順）
②朗読講座「『源氏物語』宇治の姫君たち」
光源氏をとりまく女性たちを通して、源氏物語を耳で楽しむ朗読会です。
とき／７月８日～11月11日の毎月第２水曜日　いずれも午前10時～11時
30分（８月のみ第３水曜日）

ところ／岡部支所議場ホール
講師／大石美代子さん（岡部朗読会主宰）　定員／18人（申込順）
共通
参加料／1,500円（全５回）
申し込み／①は６月24日㈬まで、②は７月１日㈬までに、直接または
電話で岡部図書館へ（月曜は休館）
※初回に一括集金します。

高齢者の見守り、
孤独感の解消のた
めに、高齢者宅に
見守りロボット
「パぺロ」を設置
しませんか。
対象／65歳以上で、単身または要支援・
要介護認定者のみで構成される世帯、
日中独居の人など
とき／７月１日㈬～９月30日㈬
定員／14人（申込順）
参加料／実証実験期間のみ無料
申し込み／電話で地域包括ケア推進課へ
※ご家族の人にスマートフォンやパソコ
ンなどで登録作業をしていただきます。
※詳しくは、お問い合わせください。

見守りロボット「パぺロ」の
実証実験

問地域包括ケア推進課　☎643･3225
静大公開講座
問農林課　☎643･3266

ご自身の「避難先」をご確認ください
問水害対策室　☎643･3516

「藤
ふじ

里
さと

梨
なし

」のルーツである志太梨
の歴史を振り返りながら日本梨の
歴史や品種について学びませんか。
対象／どなたでも
とき／８月21日㈮午後２時～４
時30分

ところ／産学官連携推進センター
（BiVi藤枝内）
講師／松本和浩さん（静岡大学農
学部准教授）

内容／愛おしさから読み解くくだも 
のの多様性～園芸と民藝の融合～
定員／50人（申込順）
参加料／無料
申し込み／８月７日㈮までに、電
話で農林課へ

今年も出水期を迎えるにあたり、水害や土砂災害に対する備えが肝心です。先
日、広報ふじえだ５月20日号と一緒に配布した改定版「土砂災害・洪水ハザー
ドマップ」や「わが家のハザードカルテ」を活用して、自宅の災害リスクを確
認し、災害発生時の避難先は、自宅の２階なのか、
指定避難場所なのか、親類や友人宅なのか自分の
避難先を整理しましょう。また、本年は特に、新
型コロナウイルス感染症対策に十分注意し、事前
準備をしておきましょう。

新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載しているイベントなどの開催や募集に変更などが生じる場合があります。
最新の情報は各記事の問合せ先にご確認くださるようお願いいたします。

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
人
は
、
固

定
資
産
税
を
算
定
す
る
た
め
の
家
屋

調
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
調
査
の

際
は
事
前
に
通
知
し
ま
す
。
当
日
は
、

立
ち
合
い
を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査

の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消

毒
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
対
策
を
徹
底
し
ま
す
。

※
入
居
前
で
も
完
成
し
た
家
屋
の
図

面
な
ど
、
調
査
に
必
要
な
書
類
を

事
前
に
ご
準
備
い
た
だ
け
れ
ば
、

家
屋
調
査
が
可
能
で
す
。

問
課
税
課 

☎
６
４
３
・
３
２
７
９

受
給
者
宛
に
年
金
基
金
か
ら
現
況
届

の
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
内
容
を
確

認
し
混
雑
を
避
け
る
た
め
余
裕
を

お
知
ら
せ

農
業
者
年
金
現
況
届
の
受
付
に
つ
い
て

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
職
員
が
企
業
や
学
校
、
地
域
団
体

な
ど
の
会
場
に
出
向
き
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
を
行
い
ま

す
。
原
則
10
人
以
上
の
申
請
者
を
対

象
に
、
申
請
書
の
受
け
付
け
お
よ
び

本
人
確
認
を
行
い
、
顔
写
真
の
撮
影

を
行
い
ま
す
。
申
請

後
で
き
あ
が
っ
た

カ
ー
ド
は
、
郵
送
ま

た
は
本
人
に
直
接
お

渡
し
し
ま
す
。

▼
対
象
／
個
人
番
号
カ
ー
ド
未
取
得
者

問
市
民
課 

☎
６
４
３
・
３
１
２
３

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

文
化
芸
術
に
関
す
る
全
国
大
会
出
場

者
に
奨
励
金
を
授
与
し
ま
す
。

▼
対
象
大
会
／
県
予
選
ま
た
は
文
化

団
体
な
ど
の
推
薦
で
県
の
代
表
と
し

文
化
芸
術
に
関
す
る
全
国
大
会
等
出
場

奨
励
金﹁
が
ん
ば
れ
藤
枝
の
文
化
人
﹂

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
企
業
や

地
域
団
体
な
ど
で
ま
と
め
て
申
請

て
出
場
す
る
全
国
大
会
な
ど　
▼
対

象
者
／
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
、

市
内
に
あ
る
学
校
に
所
属
す
る
団
体

ま
た
は
市
内
に
活
動
の
本
拠
が
あ
る

団
体　
▼
奨
励
金
の
額
／
個
人
…
５

千
円
（
団
体
の
場
合
１
人
５
千
円
で

１
チ
ー
ム
上
限
５
万
円
）　
▼
申
し

込
み
／
大
会
終
了
後
１
カ
月
以
内
に
、

街
道
・
文
化
課
に
備

え
付
け
の
申
請
書
と

結
果
報
告
書
を
直
接
、

街
道
・
文
化
課
へ

 

☎
６
４
３
・
３
０
３
６

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

青
葉
町
に
就
労
継
続

支
援
施
設
「
藤
枝
第

三
心
愛
」
が
完
成
し

ま
し
た
。
一
般
企
業

で
の
就
労
が
困
難
な

人
に
働
く
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

就
労
に
必
要
な
知
識
お
よ
び
能
力
の

向
上
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
主
な
作
業
は
企
業
か
ら

の
下
請
仕
事
で
す
。
ま
た
、
生
活
介

護
事
業
と
し
て
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
確
立
の
支
援
と
実
り
あ
る
日
中
活

動
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

問
藤
枝
第
三
心
愛

 

☎
６
３
１
・
７
５
０
４

藤
枝
第
三
心
愛
事
業
所
が

完
成
し
ま
し
た

募

集

▼
募
集
期
間
／
毎
月
10
日
〜
18
日

※
詳
し
く
は
、
静
岡
県
住
宅
供
給
公

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
「
県
営
住
宅

の
ご
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
静
岡
県
住
宅
供
給
公
社
住
宅
サ
ー

ビ
ス
課 

☎
２
５
５
・
４
８
２
４

http://w
w
w
.sjkk.or.jp/

令
和
３
年
度
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
開
設
す
る
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

▼
対
象
／
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
、
小
規
模
多
機
能
型

軽
便
鉄
道
駿
遠
線
の
廃
線
50
周
年
を

記
念
し
、
市
内
に
残
る
駿
遠
線
廃
線

路
の
痕
跡
を
歩
き
な
が
ら
解
説
付
き

で
た
ど
り
ま
す
。

▼
対
象
／
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）　
▼
と
き
／
第
１
回：

６
月
27
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午
、
第

２
回
：
７
月
４
日
㈯
午
前
９
時
〜
午

後
０
時
30
分　

▼
コ
ー
ス
／
第
１

回
…
郷
土
博
物
館
↓
大
手
駅
跡
↓
Ｊ

Ｒ
藤
枝
駅
北
口
（
大
手
線
）、
第
２

回
…
Ｊ
Ｒ
藤
枝
駅
北
口
↓
高
洲
駅
跡

↓
大
洲
駅
跡
↓
大
井
川
木
橋
跡
（
駿

遠
線
）　
▼
講
師
／
中
村
道
広
さ
ん

（
軽
便
鉄
道
研
究
家
）、
山
内
達
仁

さ
ん
（
軽
便
鉄
道
研
究
家
）　
▼
定

県
営
住
宅
の
入
居
者

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

軽
便
鉄
道
駿
遠
線
廃
線
路

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

16
ミ
リ
映
写
機
の
操
作
方
法
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習
会

料
理
レ
ッ
ス
ン
と
試
食
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
／
満
４
歳
〜
小
学
校
６
年
生

の
子
１
人
と
保
護
者
１
人
の
ペ
ア　

▼
と
き
／
６
月
19
日
㈮
・
23
日
㈫　

午
後
３
時
〜
５
時　
▼
と
こ
ろ
／
食

メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ（
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
藤
枝
内
）　

▼
内
容
／
ト
マ
ト
の
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
、

ト
マ
ト
カ
ッ
プ
の
サ
ラ
ダ　

▼
定

員
／
各
４
組
（
申
込
順
）　
▼
参
加

料
／
１
組
千
円　
▼
持
ち
物
／
エ
プ

ロ
ン
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
（
保
護
者
の

み
）　
▼
申
し
込
み
／
電
話
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専

用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
食

メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
（
Ａ

Ｂ
Ｃ
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

タ
ジ
オ
内
）
へ

 

☎
６
３
４
・
３
９
１
１

http://odl.abc-cooking.co.jp

※
保
護
者
名
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

食
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
親
子
料
理
教
室

居
宅
介
護
、
他
事
業
と
併
設
し
た
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護　
▼
申

し
込
み
／
６
月
８
日
㈪
〜
７
月
17 

日
㈮
に
、
事
前
に
電
話
連
絡
の
上
、

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
に
備
え
付
け

の
申
請
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
直
接
、
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課

へ 

☎
６
４
３
・
３
２
２
５

※
対
象
事
業
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
必
ず
公
募
概
要
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

員
／
各
30
人
（
申
込
順
）　
▼
参
加

料
／
２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
１
０

０
円
）　
▼
持
ち
物
／
飲
み
物
、
タ

オ
ル
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
服
装
、
雨

具
、
軽
食
な
ど
（
第
２
回
の
み
）　

▼
申
し
込
み
／
各
前
日
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

郷
土
博
物
館
・
文
学
館
へ

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

 

６
４
４
・
８
５
１
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m
use@city.fujieda.shizuoka.jp

※
各
日
と
も
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
場

所
に
現
地
集
合

※
帰
り
の
バ
ス
代
は
別
途
各
自
負
担

※
第
２
回
の
帰
り
の
バ
ス
は
大
井
川

バ
ス
停
よ
り
午
後
１
時
30
分
こ
ろ

も
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
／
農
業
者
年
金
の
受
給
者　

▼
と
き
／
６
月
30
日
㈫
ま
で
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）　
▼
と
こ
ろ
／
農

業
委
員
会
事
務
局(

市
役
所
南
館
）、

岡
部
支
所
、
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

問
農
業
委
員
会
事
務
局

 

☎
６
４
３
・
３
２
６
９

の
人　
▼
と
き
／
７

月
５
日
㈰
・
８
日
㈬　

 

午
後
２
時
〜
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
岡
出
山 

図
書
館　
▼
定
員
／ 

各
15
人
（
申
込
順
）　
▼
参
加
料
／ 

無
料　
▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具　
▼
申 

し
込
み
／
６
月
８
日
㈪
〜
26
日
㈮
に
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
岡
出
山
図
書
館

へ 

☎
６
４
３
・
３
４
８
９



市民から市民への情報コーナーです。

新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載しているイベントなどの開催や募集に変更などが生じる場合があります。
最新の情報は各記事の問合せ先にご確認くださるようお願いいたします。

　

基
準
日
は
１
月
１
日

　

本
年
度
の
市
・
県
民
税
は
、
令
和
２
年
１

月
１
日
現
在
の
住
所
地
で
課
税
し
、
平
成
31

年
１
月
～
令
和
元
年
12
月
の
総
所
得
金
額
な

ど
（
※
１
）
を
基
に
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

令
和
元
（
平
成
31
）
年
中
に
藤
枝
市
に
転
入

し
て
き
た
人
は
、
本
年
度
か
ら
本
市
に
市
・

県
民
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
令
和
２
年
１
月
２
日
以
降
に
転
出

し
た
人
も
、
転
出
先
の
市
区
町
村
で
は
な
く
、

本
年
度
は
本
市
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

退
職
な
ど
に
よ
り
、
現
在
は
収
入
が
な
く

て
も
昨
年
の
総
所
得
金
額
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

市
・
県
民
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
１　
「
総
所
得
金
額
な
ど
」
と
は
、
前
年
の

所
得
金
額
か
ら
過
去
３
年
分
（
平
成
28
～

30
年
分
）
の
繰
越
控
除
を
差
し
引
い
た
金

額
の
合
計
で
す
。

　

課
税
方
法　

　

市
・
県
民
税
は
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額

が
28
万
円
（
給
与
収
入
で
93
万
円
）
を
超
え

る
人
が
一
律
同
額
を
負
担
す
る
「
均
等
割
」

と
、
所
得
が
35
万
円
（
給
与
収
入
で
１
０
０

万
円
）
を
超
え
る
場
合
の
所
得
金
額
に
応
じ

て
負
担
す
る
「
所
得
割
」
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
所
得
の
み
の
人
で
均
等
割
が

課
税
と
な
る
の
は
、
65
歳
未
満
で
前
年
の
年

金
受
給
額
が
98
万
円
以
上
の
人
ま
た
は
65
歳

以
上
で
１
４
８
万
円
以
上
の
人
で
す
。（
令

和
２
年
１
月
１
日
現
在
）

・
均
等
割
…
５
４
０
０
円
（
市
民
税
３
５
０

０
円
、
県
民
税
１
９
０
０
円
）

・
所
得
割
…
10
％
（
市
民
税
６
％
、
県
民
税

４
％
）

　

課
税
さ
れ
な
い
人

均
等
割
も
所
得
割
も
課
税
さ
れ
な
い
人

◦
生
活
保
護
（
生
活
扶
助
）
受
給
者

○
障
害
の
あ
る
人
、
未
成
年
者
、
配
偶
者
と

死
別
・
離
別
し
、
再
婚
し
て
い
な
い
人
（
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。）

○
令
和
元
（
平
成
31
）
年
中
の
合
計
所
得
金

額
（
※
２
）
が
次
の
計
算
式
で
求
め
た
金

額
以
下
の
人

・
扶
養
（
※
３
）
が
い
な
い
場
合

　

→
28
万
円

・
扶
養
（
※
３
）
が
い
る
場
合

　

→
28
万
円
×
（
扶
養
の
人
数
＋
１
）
＋
16

万
８
千
円

所
得
割
が
課
税
さ
れ
な
い
人

　

令
和
元
（
平
成
31
）
年
中
の
総
所
得
金
額

な
ど
が
次
の
計
算
式
で
求
め
た
金
額
以
下
の

人・
扶
養
（
※
３
）
が
い
な
い
場
合

　

→
35
万
円

・
扶
養
（
※
３
）
が
い
る
場
合

　

→
35
万
円
×（
扶
養
の
人
数
＋
１
）＋
32
万
円

※
２　

合
計
所
得
金
額
と
は
、純
損
失
な
ど
の

繰
越
控
除
を
適
用
前
の
金
額
の
合
計
で
す
。

※
３　

扶
養
に
は「
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
」

「
同
一
生
計
配
偶
者
」
を
含
み
ま
す
。

　

納
税
方
法

【
普
通
徴
収
】

　

自
営
業
な
ど
の
人
に
は
、
税
額
決
定
（
納

税
）
通
知
書
を
６
月
15
日
㈪
に
納
税
義
務
者

宛
て
に
送
付
し
ま
す
。
年
税
額
は
年
４
回

（
７
月
・
９
月
・
11
月
・
翌
年
２
月
）
に
分
け
、

納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
、
個
人
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
以
外
の
人
に
は
、
納
税
通
知
書

と
一
緒
に
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

【
給
与
特
別
徴
収
】

　

会
社
勤
務
な
ど
の
人
は
、
年
税
額
を
年
12

回
（
６
月
～
翌
年
５
月
）
に
分
け
て
、
事
業

所
（
給
与
特
別
徴
収
義
務
者
）
が
各
月
の
給

与
か
ら
差
し
引
き
、
市
に
納
め
ま
す
。

　

退
職
や
休
職
な
ど
を
し
た
場
合
は
、
事
業

所
か
ら
の
届
け
出
に
基
づ
き
、
普
通
徴
収
に

切
り
替
え
ま
す
。

【
年
金
特
別
徴
収
】

　

４
月
１
日
時
点
で
65
歳
以
上
で
、
一
定
の

条
件
を
満
た
し
た
公
的
年
金
（
老
齢
基
礎
年

金
な
ど
）
受
給
者
の
公
的
年
金
所
得
に
係
る

市
・
県
民
税
は
年
６
回
に
分
け
年
金
か
ら
差

し
引
き
し
、
日
本
年
金
機
構
な
ど
の
年
金
保

険
者
（
年
金
特
別
徴
収
義
務
者
）
が
市
に
納

め
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
特
別
徴
収
が
新
た

に
始
ま
る
人
は
、
年
税
額
の
半
分
を
普
通
徴

収
（
７
月
・
９
月
）
で
納
め
て
い
た
だ
き
、

残
り
の
税
額
は
、
10
月
・
12
月
・
翌
年
２
月

に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
差
し
引
き
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
６
月
15
日
㈪
に
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

　

税
額
の
大
幅
な
変
更
、
年
金
の
支
給
停
止

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
年
金
特
別
徴
収
が
中

止
に
な
り
、
普
通
徴
収
に
切
り
替
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
納

税
が
困
難
な
人
は
、
納
税
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。�

☎
６
４
３
・
３
１
２
２

福
祉
や
教
育
、
消
防
、
防
災
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
活
に
直
接
結
び
つ
い
た
仕
事
を
行
う
た
め

の
大
切
な
財
源
で
あ
る
「
税
金
」。
税
金
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
税
金
は
ど
の
よ
う

に
計
算
さ
れ
納
め
る
か
な
ど
、
個
人
の
市
・
県
民

税
（
住
民
税
）
の
仕
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。�

問
課
税
課　

☎
６
４
３
・
３
１
８
７

広報ふじえだ 14

市
政
を	

支
え
る

大
切
な
財
源

市・県民税はコンビニでも
納めることができます

市税のキャッシュレス決済
納付が始まりました

コンビニでは24時間、365日納付
することができます。詳しくは、
納付書をご覧ください。

「モバイルレジ」「LINE 
Pay」で納めることが
できます。詳しくは、
市ホームページをご覧
ください。

～
市
・
県
民
税
（
住
民
税
）
の
仕
組
み
～

放送大学 10月入学生

ジャガイモ収穫体験
産後ママの骨盤ケア教室
オンラインレッスン

体験登山“山梨百名山”小
こ

楢
な ら

山
や ま

募　集
放送大学は、テレビ放送などを利用
して授業を行う通信制の大学です。
心理学や福祉、経済、歴史など、約
300の幅広い授業科目を学んでみま
せんか。
▶出願期間／第１回募集：６月10 
日㈬～８月31日㈪、第２回募集：９
月１日㈫～15日㈫
※資料請求は無料です。詳しくは、
お問い合わせください。

問放送大学静岡学習センター
 ☎055･989･1253

▶対象／小学生以下の子とその家族　
▶とき／６月13日㈯午前９時～11
時（午前９時に白ふじの里に集合）　
▶ところ／ディーセント'18農園
（北方）　▶定員／10家族（申込順）　
▶参加料／１家族500円　▶持ち
物／手袋、スコップ、タオル、長靴、
飲み物、汚れてもいい服装　▶申し
込み／６月９日㈫～12日㈮に、電
話でディーセント'18（大石宛）へ
 ☎090･7672･5682

骨盤ゆがみや緩みの改善のためのエ
クササイズです。赤ちゃんの運動発
達の相談も可能です。
▶対象／女性　▶とき／週３～４回
程度午前10時～10時30分　▶とこ
ろ／各自宅　▶定員／15人（申込
順）　▶受講料／月2,500円　▶申し
込み／電話でポポラ・フィジオクラ
ブ（相馬宛）へ ☎090･9266･3136

みんなで楽しく登山体験をしませんか。
▶対象／20歳以上の人　▶とき／７
月５日㈰　午前５時15分～午後５時
30分　▶ところ／小楢山（1,713m）　
▶定員／５人（申込順）　▶参加料／
３千円　▶持ち物／登山用具（初級
用）、お弁当、飲み物　▶申し込み／
６月６日㈯～28日㈰に、電話または
ファクスで山登歩勤労者山の会（橋
本宅）へ ☎ 641･3550

イングリッシュキャンプ in 白馬
野外救命救急の資格を持つイング 
リッシュ・スピーカーと、アウトドア 
体験を通して楽しく交流しませんか。
▶対象／小学３年生～中学２年生　 
▶とき／８月18日㈫～20日㈭　▶と 
ころ／長野県白馬村、青木湖　▶定
員／20人（申込順）　▶募集期間／

藤枝野
や

趣
し ゅ

の会 会員

座ってできる健康体操 真
ま っ

向
こ う

法
ほ う

▶活動回数／年８回　▶内容／自
然・植物の観察、歴史散歩など　▶会
費／年３千円　▶申し込み／電話で
大村宅へ ☎644･8765

４つの基本動作で股関節を柔軟にし
血行をよくして免疫力を高めます。
▶とき・ところ／第２・第４金曜日… 
西益津地区交流センター、第１・第
３金曜日…葉梨地区交流センター、
第２・第４水曜日…青島南地区交流
センター　いずれも午前10時～11
時30分　▶講師／公益社団法人「真
向法協会」認定教士・準教士　▶参
加料／月千円　▶持ち物／バスタオ
ル、手ぬぐい、飲み物
※直接会場へ
問健康体操・藤枝真向会（秋山宅）
 ☎638･1234

７月28日㈫まで
問（公財）国際青少年研修協会
 ☎03･6417･9721
※詳しくは、お問い合わせください。

問交通安全・地域安全課　☎631･5553

あなたが
　狙われています！！

市内で不審な電話が多発中！

不審電話がかかってきたら、藤枝警察署（☎641･0110）に相談してください。

キャッシュカードは

渡さない！
暗証番号を

教えない！
知らない電話番号からの

電話は出ない！
在宅中も留守番電話に！
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※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、申請は郵送のみの受付とします。ご協力をお願いします。
※郵送トラブル防止のため、可能な限り特定記録郵便など、配達記録の残る方法でご郵送ください。

申請方法 市ホームページからダウンロードした申請書に必要事項を記入し、必要書類を同封の上、
郵送で〒426‒0026市内岡出山2-15-25産業政策課へ
※必ず申請の前に「申請の手引き」を確認してください。
※申請書および申請の手引きは産業政策課、藤枝商工会議所、岡部町商工会の窓口でも入手できます。

給付要件 ⑴～⑶のいずれかに該当し、共通要件を満たすもの
⑴市内で2018年12月31日以前から事業を営んでいる者
①2020年３月～７月のいずれかの売上高が前年同月比で30%以上50%未満減少していること
②直近事業年度※の売上高が240万円以上であること
　　※中小法人：直近の事業年度の年間事業収入、個人事業者：2019年の年間事業収入
⑵2019年１月１日～12月31日に創業し、市内で事業を営む者
　2020年３月～７月のいずれかの売上高が2019年の月平均売上高比で30%以上50%未満減少していること
⑶2020年１月１日～３月31日に創業し、市内で事業を営む者
　2020年４月～７月のいずれかの売上高が2020年１月から３月の平均売上高比で30%以上50%未満減少していること
共通要件
①2020年１月から申請月の前月の間に、売上高が前年同月と比較して50％以上減少していないこと
②市の「農業生産応援給付金」の支給対象でないこと
③2020年１月31日以前納期の市税の滞納がないこと（完納していること）
④暴力団等の反社会的勢力または反社会的勢力と関係を有する者でないこと
⑤給付後も事業を継続する意思を有すること

新型コロナウイルス感染症の影響により、事業継続に支障をきたしている市内中小企業者および創業者を支援するため、 
要件を満たした中小企業者（農業者を除く）を対象に、10万円を給付します。

給付対象者 市内に事業所・店舗を有する中小企業基本法第２条に該当する中小企業者（農業者は除く）

給 付 額 10万円（１事業者あたり１回まで） 申請受付期間 ６月８日㈪～８月31日㈪（消印有効）

業種分類 資本金・出資金 従業員数
製造業・その他 ３億円以下 300人以下
卸売業 １億円以下 100人以下
小売業 ５千万円以下 50人以下
サービス業 ５千万円以下 100人以下

業種分類 資本金・出資金 従業員数
政
令
指
定
業
種

ゴム製品製造 ３億円以下 900人以下
ソフトウエア業・
情報処理サービス業 ３億円以下 300人以下

旅館業 ５千万円以下 200人以下

新型コロナウイルス感染症により、社会生活に影響が生じる中、市民の暮らしを支える「安全・安心な農畜産物」を安定的
に供給するため、農業生産に積極的に取り組んでいる農業者に対して給付金を支給します。

※この他にも要件があります。詳しくは「申請の手引き」をご覧ください。

対 象 者 市内在住で、次の①～④のいずれかに該当する人
① 昨年の年間農業収入が200万円以上ある個人農業者
② 平成31年１月１日以降に新規就農した個人農業者
③ 市内に本社のある農業法人の代表者
④ 農業法人の役員または社員で、昨年の年間農業収入が200万円以上ある人

藤枝市農業生産応援給付金の創設について
問農林課（農業振興係）　☎643･3266

申請受付期間 ６月８日㈪～８月31日㈪（消印有効）
申請方法 申請書に必要事項を記入し、必要書類を同封の上、郵送で〒426‒0026市内岡出山2‒15‒25農林課へ

給 付 額 １人あたり10万円

申請の手引き・
申請書の入手方法

市ホームページ、または農林課、岡部支所、各地区交流センター、市内の大井川農協各
支店、藤枝・岡部営農経済センターの窓口で配布

藤枝市中小企業事業継続支援給付金の創設について
問産業政策課（中小企業支援給付金担当）　☎645･7211


